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6年2組学級通信NO.16
H22.9.8　名前（　　　　　　　　　　　）

保護者の共同の輪を広げて
―保護者会資料―
　今日はお忙しい中、保護者会にお越しいただきありがとうございます。今回も学級通信形式でお話ししたいと思います。保護者会というと教師が一方的にしゃべることが多いですが（私も話好きではありますが…）、今回はせっかくなので保護者様同士がたくさん話ができればと思っています！
（１）まずは班作り…
・私の学級作りの基盤は“班づくり”です。（班で学習・生活・当番・食事・遊ぶetc）
・班を通して子どもたちは他者を認識し、寄り添い、ときにぶつかる。
・班で起きたトラブルが子どもたちの世界の価値観をゆらす。そして、トラブルから学んだことを子どもたちが生活で活かしていく。
・班を通して他者に共感的に寄り添える子に育てたい。
・最近では班ごとの一週間のめあてを考えて取り組んでいる。今日のめあては？
（２）班ごとに交流
・自己紹介

・私の得意分野
・小学校時代の思い出
今日はなるべく班ごとにたくさん話ができるようにしたいです。
（３）子育ては孤育て？
・以前のような近所付き合いの減少、家族構成の変化
・両親ともに働く家庭の増加

・なかなか『困っている』の声が出しにくい状況

→子どもを育てる親たちはますます孤独感を抱く社会状況になってきているのではないかと私は感じています。そして、現代の競争意識の高い社会状況でヘルプの声を出すことは子育てができていないと周りから見られてしまうような危険もある。

しかし、そんな時こそもう一度保護者同士が手をつなぎ、共に悩みを語り合い、共に子どもたちを育てていくチャンスだと私は思います。

☆では気軽に…他人にはなかなか言えない私の子育て失敗談
（４）親同士のネットワークを作り、共感的な気持ちを持ってほしい
・ぜひ保護者同士のつながりを作ってほしい。

　→ママ飲みストレス発散（朝日新聞より）

　→先輩ママのサポートを（朝日新聞より）
☆私のストレス発散法

　→保護者会や授業参観は親同士で話すチャンス

　→困った子は困っている子。やっぱり親だって悩んでいる

→テストの話
☆もし自分の子どもが100点のテスト用紙を持って帰ってきたら何と言いますか？
（５）今のクラスのことをわたしからちょっと…
・教師が感じる物足りなさは子どもたちの現実的な課題。しかし、なるべく責めず、怒らず今ある力を伸ばしながらさらに力をつけていく。
・子どもたちの課題をつかみ、その課題を意識した行動をする。

　→自分たちがやりたいことがなかなか出てこない…そんな時はまず教師がしかける。

・最近私が感じること…いかに子どもたちを“上手に”転ばせるか
（６）あゆみについて
・子どもたちに私が感じている事実をしっかりと伝える機会の１つと考える。
・学習・生活でこれから何を意識するかを伝えたい。（考えてほしい。）
・（もちろん一生懸命考えますが…）あくまで一教師の評価。それがすべてと感じないでほしい。
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